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平成２８年度 第３回 徳山下松港・宇部港における 

石炭サプライチェ－ンの継続に関する検討会の開催 

 

 

徳山下松港・宇部港における国際バルク戦略港湾施策の推進にあたり、今後起こりうる大規模災害や

事故・テロといったあらゆる事象においても、両港を経由する石炭及び石炭を燃料として製造されるエ

ネルギ－・素材・製品の物流（石炭サプライチェ－ン）を継続させ、さらには、地域連携等を通じて日

頃からの事業競争力強化方策を検討することを目的とした有識者検討会を開催します。 

今年度第３回目となる本検討会では、これまでの検討会、机上演習及び２月３日（金）に東京で開催

したセミナ－で得られた課題を整理したうえで、災害時に考えられる連携手法を提案し、今後の企業間

連携のあり方について検討します。 

 

○日  時：平成２９年３月２日（木）１５：３０～１７：００ 

○会  場：ANAクラウンプラザホテル宇部 ３Ｆ「万葉」（別紙－１参照） 

○主な議題：（１）セミナ－in東京の結果報告 

（２）今後の取り組み内容 

（３）意見交換 

 

※取材について 

取材申込は、別紙－２にて ３月１日（水）１７：００迄にＦＡＸ送信ください。 

会場には報道関係者席を用意しておりますので、当日、受付にお申し付けください。 

 

 

 

＜問い合わせ先＞  

  国土交通省 中国地方整備局 宇部港湾・空港整備事務所 徳山下松港出張所 

 ０８３４－３１－０４０９（代表） 

【担当】 

   企画調整課長     川
かわ

 島
しま

 剛
よし

 央
てる

 （内線１６） 

   企画調整係長     貞
さだ

 島
しま

 一
かず

 雄
お

 （内線２６） 
 

事務所ＨＰ：http://www.pa.cgr.mlit.go.jp/ube/    

 

 

 

 

 



 

別紙－１ 

 

ANA クラウンプラザホテル宇部 案内図 

会議室：３階「万葉」 

住 所：山口県宇部市相生町8-1 

電 話：0836-32-1112 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
• 山口宇部空港より車で10分 
 
• JR新山口駅より車で30～40分 または特急バス「白鳥号」で40分、宇部中央バス停下車徒歩1分 
 
• JR宇部新川駅より徒歩5分 
 
• 中国自動車道小郡ICより40分 
 
• 山陽自動車道宇部下関線宇部ICより10分 

 
拡 大 図 

出典：国土地理院 

ANA クラウンプラザホテル宇部 

出典：国土地理院



 

 別紙－２ 

取材申込書 

 

平成２８年度 第３回 徳山下松港・宇部港における 

石炭サプライチェ－ンの継続に関する検討会の開催 

 

平成  年  月  日 

 

 

国土交通省 中国地方整備局 

宇部港湾・空港整備事務所 

企画調整課 川島 宛 

ＴＥＬ ０８３４－３１－０４０９ 

ＦＡＸ ０８３４－２７－１４５８ 

 

 

 

機関名 人数 代表者の連絡先 

 

名 

 

氏名 

ＴＥＬ 

（注）手書き記入で結構です。 

 



 

 参考資料  

徳山下松港・宇部港における石炭サプライチェ－ンの 

継続に関する検討の概要 

 検討の方針  

 徳山下松港及び宇部港は、全国を代表する石炭輸入港であるとともに、貯炭能力や国内への２次輸送

等に優れたコ－ルセンタ－（石炭中継基地）機能を有しています。今後も大型船の入港に必要な港湾施

設の整備促進や石炭輸送の共同配船を行うなどして、我が国の産業活動に必要不可欠な石炭を、安定的

かつ安価に供給する広域拠点港としての役割を担うことが期待されています。 

徳山下松港・宇部港では平成２３年５月に我が国の産業活動を支える石炭の輸入に係る国際バルク

戦略港湾として選定され、国際バルク戦略港湾の施策をさらに進めるにあたり、選択と集中による効率

性向上に加えて、大規模災害時においても石炭物流を継続させる取り組みが必要となっています。 

平成２７年度より地元でスタートした「徳山下松港・宇部港における石炭サプライチェーン継続に関

する検討会」では、平時における石炭物流の効率性と、大規模災害時におけるレジリエンス（強靱性）

の向上を共同に志向する企業間連携の実現に向けて議論を深めて参りました。 

今回の検討会では、これまでの検討会、机上演習及び２月３日（金）に東京で開催したセミナ－で得

られた課題を整理したうえで、災害時に考えられる連携手法を提案し、今後の企業間連携のあり方につ

いて検討します。 

 

 
 

■開催経緯 

 平成 27 年度 
   第１回検討会(H28.2.22) 
     ・⽯炭物流の現況把握 

     ・ワークショップの開催 

   第２回検討会(H28.3.15) 
     ・事業継続連携⼿法の検討 

 平成 28 年度 

   第１回検討会(H28.9.13) 
     ・⽯炭輸送コストモデル構築 

     ・⽔平連携の検討 

     ・ワークショップの開催 

   第２回検討会(H28.11.18) 
     ・⽔平連携の検討 

     ・災害を想定した机上演習   
セミナ－in 東京（H29.2.3） 
  ・基調講演 
  ・パネルセッション  

■検討会メンバー 

所属・役職 氏名

山口大学　副学長 三浦　房紀

京都大学防災研究所　特定教授 小野　憲司

名古屋工業大学　教授 渡辺　研司

特定非営利活動法人
危機管理対策機構　理事・事務局長

細坪　信二

日本政策投資銀行
環境・ＣＳＲ部ＢＣＭ格付主幹

蛭間　芳樹

ＳＯＭＰＯリスケアマネジメント(株)
取締役　リスクマネジメント事業本部長

高橋　孝一

出光興産(株)
石炭事業部　石炭業務担当マネジャー

丹尾　竜哉

宇部興産(株)エネルギー・環境事業部
 石炭ビジネスユニット業務部管理課長

松本　清

ＪＸエネルギー(株)リソーシズ＆パワーカンパニー
石炭事業部　石炭業務グループマネージャー

中山　浩

周南バルクターミナル(株)　取締役社長 三笠　博司

中国電力(株)
執行役員　電源事業本部燃料部長

岡田　誠之

東ソー(株)
理事　南陽事業所　副事業所長

廣長　啓

(株)トクヤマ
副所長兼工場管理部長

山本　泰

中国地方海運組合連合会
山口県内航海運組合　理事長

重枝　浩二

九州地方海運組合連合会
宇部地区海運組合　副理事長

加藤　佳宏

　　　　　その他 関連行政機関を含め　計２４名

学
識
経
験
者

有
識
者

関
係
企
業
等

セミナ－の様⼦ 

H29.2.3 


